
岡崎市立羽根小学校
パナソニック教育財団
特別研究指定校
研究成果報告会

•2022/08/04（木）

•14:30-15:40

•金城学院大学

•長谷川元洋

•ghase@kinjo-u.ac.jp



スケジュール

•羽根小の実践の特徴(2分） 長谷川

•羽根小学校の概要（5分）岡校長先生

•実践1 青山先生（15分） 実践報告（3年間
の取り組み）

•実践2 河合先生（15分） 実践報告（1年間
の取り組み）

•全体講評・質疑



羽根小学校の実践の特徴

創造性の伸長を目指した実践研究

主体的、探究的に学べるようにするための手立て

（テーマの設定、単元展開、学習環境を含めた手立て）

学校全体の取り組み
（教師同士も対話しながら学んできた実践研究）



岡校長先生より

•羽根小学校の実践の概要



We can make the innovation.

We can make the new value.

プログラミング的思考育成からはじめる
創造的に学ぶ子の育成

令和元・２・３年度 岡崎市教育委員会研究委嘱
令和２・３年度 パナソニック教育財団 特別研究指定

～主体的・対話的なプログラミング学習を通した新しい学びの実現～

岡崎市立羽根小学校
<HP> https://cms.oklab.ed.jp/el/hane/























実践報告

•実践1 青山先生（15分） 実践報告（3年間
の取り組み、社会科、理科、総合的な学習の時
間の合科授業の実践）

•実践2 河合先生（15分） 実践報告（1年間
の取り組み、プラグラミングに詳しく無い先生
の実践の紹介）



スマートシティHANE

誰もが安全・安心で
快適に暮らせる街づくり

岡崎市立羽根小学校
青山 夕菜





どのような授業構想？どのような手立て？



最近よく耳にするSDGsとは？

SDGsとは・・・？

何か達成すべき
目標がある？

企業が取り組ん
でいること？

地球に関係すること？



NHK for  schoo l「みんなのチャレンジ」を視聴

同じ小学生！
市内の子が取り組ん
でいる！



SDGｓの理解を深めよう

今までの学習とSDGｓのつながりは
なにかあるのだろうか・・・？



手だて① 本物指向な学習の実施

光ヶ丘女子高等学校
SDGｓとは・・・
光ヶ丘の取り組みは・・・

ふくろうの家・グリーンフロント研究所
2030年までにどうする？
今取り組んでいることは・・・



羽根学区について考えよう

視点① 技術

視点② 環境

視点③ 人



視点① 技術について

岡崎市は事故が多い

事故を減らしたい！

事故が減るためのシステムを
備えた車があればいい！

技術の進歩

ドローンが空飛んで配達

高齢者や体の不自由な人が
自由に買い物できるように
したい



視点② 環境について

羽根学区はごみが多い

ごみを減らして緑などの
自然を増やしたい

自然が増えれば陸の豊かさ
が守れる！



視点③ 人に関することについて

誰もが安全・安心で
快適に過ごせる街



手だて② 思考の可視化

何か気付いたことなどあれば書き足していきます



手だて③ 設計図の利用



街の完成



× ＝ ？プログラミング体験

・羽根学区の問題点
・羽根学区の
よくしたいところ

・SDGｓの達成目標

総合的な学習の時間とプログラミングの学習活動



Maqueenで何ができるか？

事故のない自動運転の
車をつくりたいな！

街で走らせたいな！



手だて④ モデリング活動

導入時
モデリング活動

・イメージを膨らませ
意欲を高める

・問題解決のための
「手立てを共通認識する」
活動



手だて 設計図の利用

研究1年目の設計図 ☆言葉の設計図は書ける！

しかし・・・
・それ以降の活動で手が止まる
・どのブロックを使ったらいいのか
わからない

・ブロックが英語の記載でわからない



手だて 設計図の利用

必要なブロックを載せておく
（低位の子への支援）



Micro:bit

ブロックを組みます

iPad上で2画面にして
設計図を見ながら

ブロックを動かします！



手だて⑤ 主体的・対話的で深い学びの時間

ペア チーム
児童同士
自由な対話



障害物を感知して
STOP！

1台ではできた！

次は2台で！
前の車が止まったら

後ろの車も自動でストップ！

次の問題・課題を自ら発見！

次の問題点を見つけて解決！



手だて⑥ 各教科と関連付けた授業

理科「私たちの生活と電気」

社会科「世界の未来と日本の役割」

効率的に電気を
使おう！

日中は自動で
消える！

トンネルに入ると
自動で電気が
つく！

理科や社会での学びをより確実なものとする



手だて 本物指向な学習の実施





岡崎市の市長さん
からの講評

SDGs A ICH I EXPO ２０２１ に出展



× ＝プログラミング体験

本気で未来を考える

・羽根学区の問題点
・羽根学区の
よくしたいところ
・SDGｓの達成目標

自分たちの
未来を

本気で考える手だて①
本物指向な学習の実施

手だて②
思考の可視化

・羽根学区の問題点
・羽根学区の
よくしたいところ
・SDGｓの達成目標

プログラミング体験

手だて③
モデリング活動

手だて④
設計図の利用

手だて⑤
主体的・対話的で
深い学びの時間

手だて⑥
各教科と関連付けた
授業



プログラミング教育を通して



ご清聴
ありがとうございました。



公益財団法人パナソニック教育財団 2022年度成果報告会

令和４年８月４日（木）

@インテックス大阪

愛知県岡崎市立東海中学校

教諭 河合 泰宏

プログラミング的思考育成からはじめる
創造的に学ぶ子の育成



実践報告②
教科：総合的な学習の時間（５年生）
単元の目標
「高学年として、下級生にできることを
考えよう」

→低学年に向けてメッセージを送ろう！





設計図

モデリン
グ

ホワイトボード



アプリにこだわら
ない。Keynoteで
もよい。 試行錯誤できる学

習課題。具体的な
ことが大切。

「目指す子供の姿」「評価」にあ
たる。あくまでも教科の学びが中
心になる。



■仮説①
手立て１ A 設計図・ワークシートの利用

・下級生に伝わる動画に近づけるという視点で、

話し合いコンテ（設計図）の修正を繰り返す。



■仮説①
手立て１ B 問題解決の手立ての明確化

【モデリング】
テロップ、順番の入れ替え、短く、動画（イラ
ストでなく）、文字の色、ひらがな



■仮説②
手立て３ F 思考の可視化による対話の促進

・ホワイトボードの活用



全体講評



実践1 青山先生の工夫

• SDGｓを身近な問題として捉えさせる。

• 多角的多面的な視点（技術、人、環境、その他）
から問題を考えさせる。

• 探究的な学びを実現するための学習環境（後ろの
壁一面のホワイトボード）・・・思考の可視化

• 教師があえてダメなモデルを示して、児童に考え
させる。（ビデオの中で児童を前に集めて演示し
ていた場面）

• 設計図の作成（紙のプリント→スクールタクトの
利用）

• 模造紙に学習活動の記録を整理し、学びの過程を
児童が把握できるようにする。



「深い学びを実現する授業をデザインするためのマトリ
ックス」（長谷川ら 2021）
（教科：理科・社会科・総合 学年：小6）

知識・理解・技能
適用・応用・推論・論
理的思考・判断・批判
的検討

形成・問題解決・創造

Ａ 知っている・できる・わかる Ｂ 使える Ｃ 生み出す

1 個別的・短絡的
超高齢化社会、バリアフリー、
グローバル化、地球環境、技術
の進化等の視点から、それぞれ

の課題を理解する。

前進、後退、右折、左折、距離
測定等の基本的な動作をするプ

ログラムを作る。

自分達で設定した課題を実現す
る未来の交通システムを、

Maqeen,Ollie,micro:bit,Tellot等で
作る。

2 複合的 Society 5.0において情報技術が
果たす役割を理解する

路面状況やロボットの個体特性
を踏まえ、適切な減速の仕方、
適切な距離で停止等の調整（チ
ューニング）ができる。

路面状況や個体特性をふまえた
調整を行うための解決方法を見

つける。

3 総合的
超高齢化社会、バリアフリー、
グローバル化、地球環境、技術
の進化等の視点から、それぞれ

の課題を理解する。

緊急事態発生時のモードでの動
作等、各ロボットに割り当てた
役割とモードに応じた動作がで
きるようプログラムできる。

自分達で設定した課題を実現す
る未来の交通システムを、

Maqeen,Ollie,micro:bit,Tellot等で
作る。



実践2 河合 康広先生

•人事異動によって、人が入れ替わっていく公立
学校での実践研究

•実践研究2年目に、5年生の担任として途中から
研究に参加してもすぐに、他の先生と同じよう
な授業を実施

•全教員が実践できる状況

•目的指向で、柔軟に、肩肘張らずに実践

•教科の目標、プログラミング的思考の育成の両
方び達成を目指す授業



単元のデザ
イン

• 「国語科」「図
画工作」の教科
としての学習内
容として、共に
「創造的活動」
が含まれている。



単元のデザ
イン

• 「プログラミン
グ的思考」の指
導の中に「教科
のねらい」がし
っかり、位置付
けられている。





プログラミング的思考について

いわゆる「 Computational Thinking（コ

ンピュテーショナル・シンキング）」の
考え方を踏まえつつ、プログラミングと
論理的思考との関係を整理しながら提言
された定義である。

文部科学省 小学校段階におけるプログラミング教育の
在り方について（議論の取りまとめ）
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/122/
attach/1372525.htm

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/122/attach/1372525.htm


Computational Thinking Concepts 
and Approaches (barefootcas.org.uk) 
barefootcas.org.uk
• https://www.barefootcomputing.org/docs/default-

source/resource-downloads/15234_bt-barefoot-
computational-thinker-
poster_a1_eng.pdf?sfvrsn=aeb390ea_2

（参考）
Computational Thinking（計算論的思考）Jeannette M. 
Wing（Microsoft Research and Carnegie Mellon 
University）、翻訳：中島秀之（公立はこだて未来大
学）
https://www.cs.cmu.edu/afs/cs/usr/wing/www/ct-
japanese.pdf

https://www.barefootcomputing.org/docs/default-source/resource-downloads/15234_bt-barefoot-computational-thinker-poster_a1_eng.pdf?sfvrsn=aeb390ea_2
https://www.cs.cmu.edu/afs/cs/usr/wing/www/ct-japanese.pdf


Computational 
Thinking
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コンセプト（概念・考え方）
参考： https://www.barefootcomputing.org/docs/default-source/at-
home/quick--guide-to-computational-thinking.pdf

• 「Logic」（論理的推論・分析）

根拠に基づいて、事実を確認したり推論したりする。

• 「Evaluation」（評価）

目的達成のために大切なものは何かを考え、評価する。

• 「Algorithms」（アルゴリズム）

• 問題を解決するためにステップバイステップの手順や、法則を作り出せること。

• 「Patterns」（パターン化）

共通するパターンや法則性を見つけられること。

• 「Decomposition」（分解・脱文脈化）

複雑な問題や仕組みを、扱いやすい小さな単位に分解し、部分やステップにわけてとら
えること。

• 「Abstraction」（抽象化）

重要なことだけを取り出せること。例えば、Ａ君はりんごを3つ持っていて、Ｂ君はり
んごを2つ持っていて、全部でりんごはいくつあるかを考える場合、「3＋2」という要素
を取り出し、他の重要ではない情報を無視する。
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アプローチ（手法・方法）
参考： https://www.barefootcomputing.org/docs/default-

source/at-home/quick--guide-to-computational-thinking.pdf
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「Tinkering」（実験・観察・発見）

「Creationg」（創造）

「Debugging」（問題の発見と修正）

「 Persevering 」（辛抱強さ）

「Collaborating」（協働）



小学校学習指
導要領解説
国語科編 P14

• 順序立てて考え
る力

• 想像する力

• 伝え合う力

• 自分の思いや考
えをもつことが
できるようにす
る。



全体交流

グループ内交流

主体的・対話的で深い
学び

教科の目標

プログラミング的思考
の育成

両方を達成する授業デ
ザイン

作品の修正
（デバッキング）
自らの学習を調整



質疑・応答

オンライン参加の
かたは「Q&A」の
ボタンをクリック
して質問をお書き
ください。



長谷川より質問

• 岡校長先生へ

学校全体で実践研究を進めるために、工夫された点は何だったでしょうか？

• 青山先生へ

児童の創造性を伸ばす実践研究を行うために、どのような学習環境を整えたのた
のでしょうか？

理科、社会科、総合的な学習の時間の合科授業で実践された理由は何でしょう
か？

河合先生へ

プログラミングの経験がまったくない教師、複数年にわたる研究プロジェクトの
途中から参加した教師も実践可能であったのはどのような条件が整っていたからだ
と思いますか？



参加者からの質問（会場参加者と
オンライン参加者の両方から）



羽根小学校の授業を見て、
思い出した言葉



ウィリアム・アーサー・ウォード
William Arthur Ward (1921-1994)

普通の教師は伝える。

良い教師はわかりやすく説明
する。

優れた教師は自らやってみせ
る。

偉大な教師は児童生徒の心に
火をつける。

The mediocre teacher tells. 

The good teacher explains.

The superior teacher 
demonstrates. 

The great teacher inspires.


